
11 ナシ開花予測の精度向上 ～計算方法の見直しで開花日のズレを縮小～

なしの開花予測手法を現在の気象条件に合わせて見直した結果、「幸水」「豊水」と
もに、予測日と実測日の誤差は平均で約4日から約1日へと縮小し、信頼性の高い開花予
測が可能となりました。

【研究内容・成果】

・開花日は「DVI1(休眠から生育開始まで)」 
と「DVI2(生育開始後から開花まで)」の2つ
の発育指数で計算します。「DVI2」を現在
の気象条件に適合するよう見直しを行いま
した。

・開花予測の精度が向上し、実際の開花日に
近い予測が可能となりました(表)。

【研究の背景】

【技術の活用方法・期待される効果】

（担当室・連絡先）
農業総合研究センター果樹研究室・028-665-7143

・近年の気候変動の影響で、なしの開
花時期は年ごとの変動が大きくなっ
ています。

・開花期の予測は、防霜対策や花粉の
確保、人工授粉、休眠期防除などの
作業計画の基礎となるため、精度の
高さが求められています。

・実際の開花日により近い予測が県内
各地で可能となりました。

・普及活動において、防霜・花粉確保･
人工授粉･防除などの適期指導等に活
用することができます。

研究課題名：ナシ開花予測の精度向上
（発育指数DVI2の見直しによる開花日予測の高精度化）

幸水 豊水

開花始 開花盛 開花始 開花盛

修正前 4.2 4.6 3.7 3.8

修正後 1.1 1.1 1.1 1.2

表 県内10地点の開花予測誤差の平均（日数）  
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